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1 月 5 日

レ
ク
や
交
流
、
仕
事

な
ど
を
通
じ
て
の
日

常
的
な
職
場
改
善
等

の
地
道
な
積
み
重
ね

が
確
実
に
拡
大
へ
結

び
つ
い
た
こ
と
は
明

白
で
す
。
今
あ
る
組

織
現
状
を
直
視
・
点
検
す
る
中
で
、
組
織
強
化
・

拡
大
こ
そ
が
全
て
の
運
動
の
原
動
力
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
し
、
持
続
的
な
行
動
と
し
て
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
先
進
的
な
取
り
組
み
の
経
験
に
学

び
合
い
、
成
果
や
教
訓
な
ど
を
検
証
す
る
中
で
、

全
て
の
闘
い
を
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
に

集
約
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
次
世
代
に
国
労
運
動
を
継
承
す
る
と
い
う
責

務
が
あ
る
だ
け
に
、
組
織
拡
大
は
必
須
の
課
題
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
今
後
五
年
を
見
据
え
た

組
織
な
ら
び
に
運
動
展
開
に
つ
い
て
の
議
論
を
よ

り
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
組
合
加
入
率

は
四
割
を
切
り
、
新
た
な
労
働
組
合
結
成
、
社
友

会
・
親
睦
会
の
動
向
な
ど
に
よ
り
労
働
組
合
に
所

属
し
て
い
な
い
未
加
入
者
が
数
多
く
存
在
す
る
と

い
う
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。

量
の
増
加
に
よ
り
、
全
て
の
職
場
で
労
働
密
度
が
高

ま
り
、
健
康
破
壊
が
急
激
に
進
む
深
刻
な
事
態
も
作

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
グ
ル
ー
プ
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
「
変
革
二
〇
二
七
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少

や
急
激
な
経
営
環
境
の
変
化
を
先
取
り
し
た
さ
ら
な

る
「
効
率
化
」
施
策
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
に
向
け
て
、
今
後
と

も
適
切
な
チ
ェ
ッ
ク
機
能
・
提
言
活
動
を
よ
り
高
め

て
い
く
と
と
も
に
「
安
全
の
点
検
者
」
と
し
て
の
労

働
組
合
の
責
任
と
任
務
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
極

め
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
各
社
・
グ
ル
ー
プ
企
業
な
ど
で
働
く
全
労

働
者
が
「
安
全
・
安
心
に
働
け
る
職
場
づ
く
り
」
を

築
く
た
め
に
も
、「
安
全
・
仕
事
総
点
検
運
動
」
を

再
強
化
し
な
が
ら
、
業
務
委
託
体
制
の
検
証
、
適
正

な
人
員
配
置
や
技
術
継
承
、
人
材
育
成
と
教
育
の
充

実
な
ど
、
抜
本
的
な
安
全
対
策
と
労
働
条
件
改
善
を

求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
安
倍
反
動
政
治
と
平
和
と
民
主
主
義
の
課

題
に
つ
い
て
で
す
。

安
倍
首
相
は
、
昨
年
の
自
民
党
総
裁
選
再
選
後

も
「
三
年
間
の
任
期
中
に
改
憲
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
」
と
憲
法
九
条
改
「
正
」
へ
の
決
意
と
執
念
を
改

め
て
示
し
、
党
役
員
人
事
と
内
閣
改
造
で
明
確
に
改

憲
シ
フ
ト
を
敷
く
な
ど
、
ま
さ
に
二
〇
一
九
年
は
平

和
憲
法
を
は
じ
め
平
和
と
民
主
主
義
が
最
大
の
危
機

を
迎
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
沖
縄
県
民
の
民
意
に
反
し

た
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
推
進
や
欠
陥
輸
送
機
オ
ス

プ
レ
イ
の
全
国
配
備
、
原
発
再
稼
働
・
輸
出
政
策
の

強
行
な
ど
、
さ
ら
な
る
反
動
政
治
を
推
し
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
改
悪
を
は
じ
め
働
き
方

改
革
関
連
法
等
に
続
き
改
正
入
管
法
や
水
道
民
営
化

法
な
ど
、
国
会
軽
視
と
「
数
の
力
」
を
背
景
に
、
横

暴
的
に
強
行
可
決
・
成
立
さ
せ
、
本
年
一
〇
月
に
は

消
費
税
一
〇
％
へ
の
引
き
上
げ
を
狙
う
な
ど
、
立
憲

主
義
と
民
主
主
義
を
蔑
ろ
に
し
た
暴
挙
に
国
民
の
怒

り
は
頂
点
に
達
し
て
い
ま
す
。

緊
迫
し
た
諸
情
勢
の
中
で
、
護
憲
・
平
和
と
民

主
主
義
擁
護
、
社
会
保
障
制
度
の
充
実
、
そ
し
て
安

現
情
勢
を
的
確
に
分
析
し
、
各
級
機
関
と
情
報

の
共
有
化
を
図
り
、
労
働
組
合
の
役
割
と
必
要
性
を

粘
り
強
く
示
す
中
で
、
国
労
加
入
に
向
け
た
運
動
を

確
立
し
、
声
掛
け
・
オ
ル
グ
な
ど
全
て
の
実
践
活
動

を
具
体
的
に
展
開
す
る
こ
と
が
急
務
な
課
題
で
す
。

国
労
組
織
の
命
運
を
か
け
た
こ
の
一
年
、
総
体
的
な

力
量
を
強
め
、
全
機
関
が
一
丸
と
な
り
拡
大
運
動
に

邁
進
す
る
た
め
に
、
共
に
奮
闘
し
合
う
こ
と
を
全
組

合
員
に
強
く
訴
え
ま
す
。

次
に
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
職
場
労
働
条

件
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

Ｊ
Ｒ
発
足
か
ら
三
一
年
が
経
過
し
た
今
も
、
Ｊ

Ｒ
各
社
に
お
い
て
安
全
・
安
定
輸
送
を
脅
か
す
大
規

模
な
輸
送
障
害
や
重
大
事
故
、
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
多

発
が
続
き
、
慢
性
的
な
要
員
不
足
や
労
働
条
件
の
劣

悪
化
な
ど
、
安
心
し
て
働
き
続
け
る
環
境
が
奪
わ
れ

続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
、
コ
ス
ト
削

減
を
軸
に
規
制
緩
和
や
業
務
委
託
の
拡
大
、
相
次
ぐ

効
率
化
・
外
注
化
の
深
度
化
が
大
き
く
起
因
し
て
い

る
の
は
明
ら
か
で
す
。

同
時
に
、
徹
底
し
た
合
理
化
施
策
の
中
、
Ｊ
Ｒ

貨
物
会
社
を
は
じ
め
Ｊ
Ｒ
バ
ス
会
社
・
グ
ル
ー
プ
・

関
連
会
社
に
お
い
て
も
、
大
幅
な
人
員
削
減
と
業
務

倍
反
動
政
権
退
陣

に
向
け
、
広
範
な

勢
力
と
力
強
く
連

携
し
、
壮
大
な
闘

い
と
し
て
構
築
す

る
た
め
に
職
場
・

地
域
の
全
て
の
力

を
傾
注
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
年

は
、
統
一
自
治
体
選
挙
と
参
議
院
選
挙
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
平
和
と
民
主
主
義
勢
力
の
前
進
と
拡
大
、
働

く
者
の
立
場
に
立
ち
、
護
憲
を
目
指
す
候
補
者
の
必

勝
に
向
け
、
共
に
総
力
と
英
知
を
総
結
集
し
闘
い
の

強
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
二
〇
一
九
年
春
闘
は
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
賃
上
げ
要
求
の
実
現
を
柱
に
、
安
全
・
安
定

輸
送
の
確
立
と
職
場
労
働
条
件
改
善
、
組
織
強
化
・

拡
大
の
取
り
組
み
等
と
結
合
さ
せ
、
全
組
合
員
が
参

画
す
る
春
闘
と
し
て
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
職
場
か
ら
の
春
闘
再
生
と
地
域
春
闘
の
さ
ら
な

る
強
化
、
闘
う
春
闘
の
再
構
築
に
向
け
奮
闘
す
る
決

意
で
す
。

組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ま
と
共
に
全
力
を
挙
げ

て
い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
、
二
〇
一
九
年
新
年
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
地
方
本
部
を
代
表
し
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
強
化
・

拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

地
方
本
部
は
、「
組
織
強
化
・
拡
大
」
を
喫
緊

す
る
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、「
組
織
拡
大
・
全

国
統
一
闘
争
」
と
し
て
取
り
組
み
の
強
化
を
図
っ

て
参
り
ま
し
た
。
今
日
ま
で
、
各
機
関
・
組
合
員

の
粘
り
強
い
ご
奮
闘
の
中
で
、
二
〇
〇
六
年
一
括

和
解
以
降
一
三
〇
名
の
仲
間
を
新
た
に
国
労
へ
迎

え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
て
の
仲
間
に

信
頼
さ
れ
選
択
さ
れ
る
労
働
組
合
と
し
て
の
国
労

を
築
き
上
げ
る
た
め
に
、
世
話
役
活
動
を
中
心
に

執
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茂
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司



東
京
全
労
協
定
期
大
会

   

世
の
中
を
変
え
て
い
こ
う

不
戦
を
誓
う 

三
多
摩
集
会

ハ
ム
ク
ラ
ブ

　
　
総
会
開
催
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人
労
働
者
か
ら
多
く
の
相
談
を

受
け
る
。
外
国
人
を
物
と
見
る

政
府
。
私
た
ち
は
仲
間
と
見

る
。
彼
ら
と
出
会
っ
て
交
流
を

し
よ
う
。
そ
こ
か
ら
全
労
協
を

強
く
し
て
い
こ
う
」、
東
京
労

組
・
山
崎
代
議
員
か
ら
は
「
二

月
に
フ
ジ
ビ
闘
争
が
終
結
し

た
。
親
会
社
の
責
任
も
認
め
さ

せ
た
。
闘
争
で
受
け
た
恩
は
闘

争
で
返
す
」
な
ど
多
く
の
報
告

が
さ
れ
、
経
過
報
告
・
方
針
案

い
渡
し
が
さ
れ
る
。
で
き
る
こ
と
を
全
部
や
り
き

る
。
テ
レ
ビ
取
材
・
放
送
な
ど
、
こ
ん
な
に
注
目

さ
れ
て
い
る 

、
と
い
う
事
も
裁
判
所
に
提
出
し
て

き
た
」、
全
統
一
・
坂
本
代
議
員
か
ら
は
「
外
国

　

東
京
全
労
協
は
、
一
二
月
一
日
に
文
京
区
民
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
二
九
回
定
期
大
会
を
開
催

し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
江
田
議
長
は
「
安
倍
政
権

は
さ
ま
ざ
ま
な
法
案
を
通
し
て
き
た
。
富
裕
層
が

優
遇
さ
れ
る
国
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
青

年
層
は
将
来
設
計
が
で
き
な
い
。
労
働
相
談
で
は

パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
格
差
、
不
払
い
ば
か
り
。

こ
ん
な
国
は
日
本
だ
け
。
労
働
組
合
の
存
在
が
問

わ
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
今

で
き
る
事
を
や
ろ
う
」
な
ど
の
訴
え
を
行
っ
た
。

　

全
労
協
・
渡
邉
議
長
か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
が
さ

れ
た
あ
と
、
経
過
報
告
・
方
針
提
案
が
さ
れ
、
多

く
の
代
議
員
か
ら
闘
争
報
告
が
さ
れ
た
。
非
正
規

労
働
者
の
闘
い
を
続
け
る
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
・
瀬

沼
代
議
員
か
ら
は
「
高
裁
で
結
審
し
、
二
月
に
言

存
立
が
脅
か
さ
れ
…
、
と
あ
る
が
、
他
国
と
は
ど

こ
か
、
存
立
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
と
は
ど
ん
な
事

態
か
、
何
の
説
明
も
無
い
。
国
連
で
は
、
全
て
の

国
が
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
が
可
能
と
し
て
い
る

が
、
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
集

団
的
自
衛
権
と
い
う
言
葉
は
、
実
質
的
に
大
国
が

小
国
に
侵
攻
す
る
口
実
に
な
っ
て
い
る
。
国
会
議

員
の
発
議
で
憲
法
改
正
が
で
き
る
と
、
憲
法
に
は

書
い
て
あ
る
が
、
国
民
の
中
で
改
憲
の
声
が
大
き

く
な
っ
た
時
に
、
国
民
を
代
表
す
る
国
会
議
員
が

　

三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
、
一
二
月
七
日

に
不
戦
を
誓
う
三
多
摩
集
会
を
、
い
ず
み
ホ
ー
ル

（
西
国
分
寺
駅
前
）
で
開
催
し
、
国
労
八
王
子
地

区
本
部
か
ら
も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た
。

　

こ
れ
は
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
一
二
月
八

日
を
忘
れ
ず
、
不
戦
を
誓
う
た
め
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
三
八
回
目
に
な
る
。

　

集
会
は
田
中
三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
副
議

長
（
国
労
八
王
子
地
区
本
部
委
員
長
）
の
開
会
あ

い
さ
つ
で
は
じ
ま
り
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、

三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
土
岐
議
長
か
ら

「
一
二
月
八
日
を
二
度
と
戦
争
を
し
な
い
日
と
し

て
、
毎
年
集
会
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
集
会
で
改

憲
が
必
要
無
い
事
を
理
解
し
、
改
憲
阻
止
に
全
力

を
あ
げ
よ
う
」
な
ど
の
訴
え
が
あ
っ
た
。

　

集
会
で
は
、
日
体
大
憲
法
学
者
・
清
水
教
授
か

ら
安
倍
・
自
民
党
改
憲
案
の
中
身
と
狙
い
に
つ
い

て
講
演
が
さ
れ
、「
二
〇
一
四
年
の
閣
議
で
、
集

団
的
自
衛
権
を
行
使
で
き
る
要
件
が
決
定
さ
れ
た

が
、
我
が
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す

る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
我
が
国
の

主催者あいさつ　江田議長

大森新議長（ 中央 ）

講演の清水教授

が
承
認
さ
れ
た
。

　

新
役
員
に
は
、
議
長
に
は
新
た
に
全
国
一
般
東

京
労
組
・
大
森
さ
ん
、
事
務
局
長
に
は
全
水
道
東

水
労
・
寺
嶋
さ
ん
が
引
き
続
き
選
出
さ
れ
た
。
国

労
東
京
か
ら
も
、
横
倉
政
治
部
長
が
副
議
長
に
、

常
盤
教
宣
部
長
が
幹
事
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
大

会
は
、
大
森
新
議
長
の
「
我
々
の
力
で
世
の
中
を

変
え
て
い
こ
う
」
と
い
う
掛
け
声
で
団
結
が
ん
ば

ろ
う
が
行
わ
れ
終
了
し
た
。

行
う
も
の
と
解
釈
す

べ
き
。
首
相
を
含
む

国
会
議
員
が
や
り
た

い
か
ら
や
る
も
の
で

は
な
い
。
平
和
主
義

は
、
九
条 

だ
け
で
な

く
、『
全
世
界
の
国

民
が
』
と
書
い
て
あ

る
憲
法
前
文
の
価
値

観
を
大
切
に
す
る
べ

き
」
な
ど
の
話
が
さ

　

Ｎ
Ｒ
Ｕ
ハ
ム
ク
ラ
ブ
は
一
二
月
九
日
一
四
時

三
〇
分
か
ら
、
鬼
怒
川
温
泉
に
お
い
て
第
三
〇
回

総
会
を
開
催
し
た
。
ハ
ム
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に

は
、
毎
年
国
労
東
日
本
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
国
労
東

京
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
い
ず
れ
も
皇
居
周
回
）

で
連
絡
員
と
し
て
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

総
会
で
は
田
中
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
東
京
地
本
・
常
盤
教
宣
部

長
か
ら
情
勢
報
告
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
財
政

報
告
の
後
、
二
〇
一
九
年
一
月
に
施
行
さ
れ
る
電

波
法
改
正
で
、

無
線
局
免
許
手

続
き
な
ど
が
変

更
さ
れ
る
な
ど

の
説
明
が
さ
れ

た
。
そ
の
後
年

間
活
動
計
画
な

ど
が
承
認
さ

れ
、
総
会
は
終

了
。
夜
に
は
、

全
体
で
交
流
会

が
行
わ
れ
、
団

結
を
深
め
合
っ

た
。 

東
京
地
本

　
　
定
例
オ
ル
グ

　

東
京
地
方
本
部
は
、
労
働
条
件
改
善
・
組
織
強

化
拡
大
に
向
け
、
隔
月
で
職
場
オ
ル
グ
を
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
一
二
月
四
日
に
大
井
工
場
支
部
で

交
流
・
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

そ
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
実
態
の
報
告
や
、

東
京
地
本
へ
の
要
望
や
、
会
社
へ
の
要
求
も
出
さ

れ
、「
エ
ル
ダ
ー
移
行
時
の
新
職
場
の
提
示
が
遅
く
、

人
生
設
計
が
で
き
ず
辞
め
て
し
ま
う
人
も
。
一
般

の
会
社
は
年
度
末
退
職
・
新
年
度
入
社
が
多
く
、

要
員
的
に
噛
み
合
わ
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う
だ
」

「
未
加
入
者
が
多
く
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
労
働

組
合
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
、
と
若
手
に
解
説
が

で
き
る
も
の
が
欲
し
い
」「
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
と
は
協
約
が

結
ば
れ
、
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

と
も
交
渉
で
き
る
体
制
が
欲
し
い
」「
年
金
も
も
ら

っ
て
い
る
エ
ル
ダ
ー
社
員
は
、
超
過
勤
務
を
す
る

と
年
金
支
給
額
が
減
っ
て
し
ま
う
。
や
り
が 

い
が

無
く
な
る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
実
態
・
要
望
が
出

さ
れ
た
。

　

今
後
も
東
京

地
方
本
部
は
、

職
場
を
訪
問

し
、
組
合
員
の

声
を
聞
き
、
労

働
条
件
改
善
に

取
り
組
ん
で
い

く
の
で
、
各
機

関
・
各
組
合
員

の
協
力
を
お
願

い
す
る
。

れ
た
。
清
水
教
授
は
最
後
に
「
こ
う
し
た
集
会
に

も
う
一
人
の
仲
間
を
連
れ
て
き
て
ほ
し
い
。
そ
う

し
な
け
れ
ば
自
民
党
に
は
勝
て
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

集
会
の
最
後
に
、
三
多
摩
平
和
運
動
セ
ン
タ

ー
・
河
野
副
議
長
は
「
私
は
母
に
、
な
ぜ
戦
争
に

反
対
し
な
か
っ
た
の
？
と
聞
い
た
事
が
あ
る
。
自

分
の
子
供
に
こ
れ
を
言
わ
れ
た
く
は
な
い
。
多
く

の
人
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
運
動
を
進
め
て
い
こ

う
」
と
集
会
を
締
め
く
く
っ
た
。


